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　 小学校６年生や中学校１年生の理科では、地
層や岩石を野外で観察することが求められてい
ます。しかし、必要だと知っていても、実際に
野外観察に出かけるのはなかなか決心がつかな
いことです。全道には「実際に野外で観察する
のはなんだか難しそう･･･」「どこにどんな地層
があるのかわからないし、地層があってもうま
く指導できるか自信がない。」といった悩みを
抱えている先生達がたくさんいるのです。

　 そこで、悩んでいる先生達に提案です。困っ
たときこそ野外に行ってしまいましょう。まず
は外に出て、地層や岩石に触れてみましょう。
写真だけなら教室でも学習できます。しかし、
大切なのは子ども達が自然の中で、自分の手で
大地に触れることなのです。周囲の景色や風や
においなど，様々な刺激を体中で感じながら、
地層を観察することで、地層の広がりを体感

し、地球の営みを感じることができるのです。
野外観察の基本は自分の目で観察すること。難
しいことを求めてはいけません。本物に触れる
ことが一番大切な活動なのです。

 肌で感じるから素晴らしい
野外学習のススメ

野外学習が求められています！

地球はカラダで感じる素材です

求められている地学領領域の野外学習
学習指導要領解説編では、小学校も中学校

も野外における地層の観察を重視していま
す。実際に地層を観察する機会をもつことの
他に、地域の実情を考慮し、遠足や移動教室
などのあらゆる機会を生かして野外観察を実
施することや、博物館や資料館などの社会教
育施設を活用することが提示されています。
小学校６学年では、土地の構成物を観察

し、地層が何でできているかや、地層が広が
りをもって分布していることなどをとらえる
ようにします。
中学校１学年では、地層の構成物の種類や

特徴などから、地層のでき方を考察したり、
地層の堆積環境や生成年代を推定させたりし
ます。
参考
小学校学習指導要領解説「理科編」（平成20年８月）
中学校学習指導要領解説「理科編」（平成20年９月）

◀
壮瞥町立壮瞥中学
校の野外学習

地元の全面協力に
より、立入禁止区
域の有珠山火口周
辺での学習を行っ
ている。



□　落石や崖崩れの危険性が少ない

□　露頭前が十分に広く、逃げやすい

□　川や海への落水の危険性が少ない

□　スズメバチの巣などが周囲にない

□　ウルシなどの場所を把握している

□　車の往来などの危険がない

□　アレルギーの原因となる植物の有無

    ～児童・生徒の装備～

□　長袖、長ズボン（肌の露出を少なく）

□　観察場所に適した靴をはく

□　軍手を着用する

□　帽子（日よけや小さな落下物防止）

□　汗ふきタオル（熱射病予防にも）

□　雨具や防寒具

□　シャツや靴下の着替え

□　飲料水

□　虫除けスプレー

□　喘息などの吸入薬

    ～教師の装備～

□　多めの水(傷口の洗浄などに使える）

□　きれいなタオル (いろいろ使える）

□　携帯電話

□　蜂用殺虫剤

□　飴などの糖分（疲労時の元気薬）

□　カイロ

□応急セット

　□絆創膏

　□消毒液

　□ガーゼ・包帯

　□ポイズンリムーバー

　□虫さされ薬

　□冷却剤

□　複数人数で下見に行ったか

□　緊急時の連絡経路はできているか

□　病人の輸送手段は考えてあるか

□　病院等のリストはあるか

□　移動途中の安全は確保できているか

□　気象情報の確認はしたか

□　余裕のある日程になっているか

□　引率教師の人数・役割は充分か

   趣味で行う地質見学と違い、授業で行う野外学習では「安全の確保」が重要な条件とな
ります。しかし、自然を相手にする訳ですから、100％の安全はあり得ません。そのこと
を前提に、起きうる危険をできる限り予測し、対応できるように準備をすることが大切
です。以下のチェック表などを活用して、安全の確保に努めるようにしましょう。

｢野外」は危険？安全？
安全管理の視点

Check ①　観察場所

Check ②　服装・装備

Check ③　その他、確認すること

安全とは関係ありませんが･･･

□　バスを安全に止める場所があるか

□　バスが安全に走行して行ける場所か

□　車内が汚れることを伝えてあるか

　　なども大切なポイントです。



地球や宇宙について学ぶ「地学」の面白さは
何でしょうか？過去の歴史を解き明かすことの
ロマンでしょうか？化石などの魅力でしょう
か？それとも他の領域と比較して、扱う素材、
時間、空間がビッグであることでしょうか？
どれもが正解だと思いますが、ここで強調し

たい地学の魅力は「答えのない学問である」こ
とだと断言しちゃいます。
この地球がどのような歴史をたどってきたの

か、この地球上にどのような生物がいたのか、
この地球がどのように誕生したのかなど、様々
な説はありますが、どの説も正解かどうかはわ
かっていません。科学者が自然の中に残されて
いる証拠や、科学の法則を利用して考えた説で
しかありません。どの説が有力な候補となるか
は、いかに多くの情報を集め、それらを根拠に
して導き出した考えが、どれだけ人を納得させ
られるかで決まります。

野外学習では、地層を観察し、たくさんの自
然情報を集め、そこから自分の考えを導き出し
て、まとめること･･･つまり、探究的な学習が求
められています。この手順は、科学者達の研究
手法と基本的に同じです。科学者のように、岩
石の化学成分を分析したり、年代を測定したり
することは不可能ですが、自ら集めた証拠をも
とに考察することはできます。
前述のように、「この地層はどのようにでき

たのか？」などといった疑問に対しては、科学
者でさえ正解を出せません。つまり、子ども達
が考えた説が正解かもしれません。
地学領域の野外学習を苦手とする先生達の多

くは、地層の時代や岩石の名前がわからないと
言っています。しかし、そんなことがわからな
くても、崖の特徴や岩石の様子などの自然情報
を調べることはできます。それらをもとにし
て、思い切って自分の考えをまとめることは可
能です。地層に関する野外学習は、科学者にも
負けない、究極の探究学習なのです。

 地学はここが面白い
野外学習の考え方

究極の探究学習

◀
札幌市立福移小・
中学校の野外学習

小中の合同学習及
び遠足の一環とし
て、小６と中１で
行っている。野外
学習は、理科以外
の様々な機会を用
いて行うことがで
きる。



子ども達には地層が見えていない？
　 野外学習の際に私たちに見えている露頭と、
子ども達に見えている露頭はずいぶんと違って
いるようです。 子ども達が露頭を観察する時、

・しま模様をただの凹凸として認識する。

・崩れた砂礫の山や、表面の形に目がいく。

・植生や、湧水に目がいく。

・大きな露頭のどこを見て良いのか迷う。

などの傾向があります。地層の概念がない状況
では、見るべきものも見えていないのです。

スケッチはしなくてもいい？
　 地層をスケッチをさせる目的は、次の２つに
まとめられます。

・露頭の概観をとらえ、地層の重なりや広が
りに気付かせる。

・それぞれの層の詳細を観察し、構成物や固
結度などの特徴に気付かせる。

　 では、スケッチをさせなくても、これらの目
的を達成できないでしょうか？
　 このテキストでは、教師が準備した露頭の概
観に、子ども達が気付いたことを記入する方法
を取り入れました。

　 上の図のように、露頭のどこを観察するか指
定することで、子ども達はたくさんの情報を読
み取り、自信を持って表現することができるよ
うになります。さらに、地層をスケッチする能
力のある子は、枠内や露頭の概観図の上に書き
込むことも可能です。

違いのわかる子どもに･･･
　 このような学習を行うことで、露頭では何を
観察したら良いのか理解し、観察を通して地層
についての概念が形成され、徐々に地層が見え
るようになってくるのです。野外学習を通し
て、子ども達の岩石や地層を見る目を育ててあ
げましょう。

　 地学の面白さを、別の視点からも触れてみま
しょう。それは、地球のことを知ることが、全
ての自然科学につながっているという面白さで
す。地球に関する学問は、生物、物理、化学の
全ての領域と関係しており、学びを深めるほ
ど、他の領域の理解も深まります。地球のこと
を知れば知るほど、自然界全体のしくみや法則
がわかってくるのです。

目を育てる学習

地球を知れば、自然がわかる

恵庭市立島松小学校の野外観察で使用したワークシート
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地学で扱う内容

物理学生物学 化学

自然科学



　 次ページ以降の観察スポットには、地域毎の
記号をつけてあります。学校の近くにある露頭
を探す際の参考としてください。また、旅行的
行事などの経路や滞在先の近くに観察スポット
があれば、そこで野外観察を行う方法もありま
す。
　 紙面の都合上、詳しい地図等を掲載すること
ができませんが、露頭写真左側のＱＲコードを
携帯電話などで読みとることで、地図情報にア
クセスすることができます。

　 教科書で紹介される露頭は、しま模様がはっ
きりとしていて、いかにも「これが地層
だ～！」という場所がほとんどです。また、堆
積岩が数種類と火山灰層と化石と･･･なんて欲張
りな地層がスケッチ例などで見られますが、な
かなかそんな場所はありません。そこで本テキ
ストでは、紹介する観察スポットに「ここがオ
ススメ！」として、観察できる地層の種類を記
載しました。

 「ここがオススメ！」の欄では、一目でどんな
地層が見られるかわかるように、次の項目を三
段階の★印で評価しています。

・水のはたらき　（堆積岩や堆積物）
・火山のはたらき（火山灰や軽石、溶岩）
・生き物の痕跡　（化石、生痕化石）
・地層の広がり　（地層の対比や連続性）
・大地の変動　　（褶曲や断層など）

　 ページ右下には「安全情報」として、野外観
察で注意すべき情報を記載してあります。

　 裏面には、小学校用の野外観察シートの例を
掲載しました。子ども達が野外の露頭をゼロか
らスケッチするのは、大変難しいことです。限
られた時間で、露頭観察の目的を果たすために
は、ある程度教師側が主体となって、視点を定
めてあげる必要があります。

　 そこで、紹介した観察スポットで見られる露
頭の全景を大まかにスケッチしたものを掲載し
ました。また、そこに子ども達が気付いたこと
を書き込める欄を付けました。野外観察の授業
で活用してください。

 「それでも野外に行けない･･･」とお悩みの皆
様には、同じ露頭をデジタル素材として準備し
ました。プロジェクターやタブレット端末を使
用して、模擬野外観察をしてください。デジタ
ルデータは、理科教育センターのWebサイト、
地学の部屋にあります。

　このテキストは、北海道の小･中学校に勤める先生達が「野外学習をしよう！」と思っ
たときの参考になるよう全道の素材を集めて作成されています。ご存じのように北海道
は大変広く、地層観察の素材もたくさんあります。次ページから紹介する観察スポット
は、道内に存在する数多くの露頭の中から、間違いなく安全で観察しやすい場所のみを
集めています。まだまだ全道を網羅することができていないため、観察スポットは今後
も増えていく予定です。ステキな露頭の情報があれば、ぜひ理科教育センター地学研究
班までご連絡ください。

 どんな地層をお探しですか？
本テキストの使い方

観察スポットの場所

どんな地層をお探しですか!?

このテキストは科学研究費補助金（奨励研究）課題番号24909052の交付を受けて作成しました。

野外観察シートを使ってください

デジタルコンテンツで地層観察

OH-オホーツク

SY-宗谷RM-留萌

NM-根室

KS-釧路

TK-十勝

HD-日高

KM-上川

SR-空知

SB-後志

IK-石狩

HY-檜山 OS-渡島 IB-胆振


